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会長代行　佐々木 仁 道
先日、和光幼稚園にて『もちつき・
発表会』という行事が有りました。
「発表会」というのはお遊戯会
のようなもので、各年齢がそれ
ぞれ歌や劇などを発表します。

「もちつき」は和光幼稚園の田んぼで育てたもち米
を親子で餅つきをするというものです。
《発表会》
　2 歳 ~3 歳児のクラス「めぐみ」では名前を呼ば
れて登場、みんなで揃って手遊び、年少クラス「ひ
なぎく」では、音楽に合わせたダンス、年中クラス「つ
くし」では、演劇。題目はウクライナの童話『てぶ
くろ』。年長クラス「もくれん」では、和太鼓の演
奏と合唱。大太鼓、小太鼓などを迫力満点で演奏。
その後に声を合わせて元気よく歌も歌いました。
《もちつき》
　お米は、子ども達が種まき・田植え・除草作業・
かかし作成・設置、稲刈り、くい掛け、脱穀など子
ども達自身が携わった、長い時間を掛けて手にする
ことが出来た貴重なお米が使われています。
　コロナ以前はその場で食べていました。現在は業
者についてもらった餅を持ち帰ってそれぞれの家庭
で食べてもらっています。すこし残念ですが。
　発表会は、毎年、担任の先生が子ども達の様子や
個性に合わせて演目を考えます。担任の先生は子ど
も達を毎日よく見ているので、この子は緊張してカ
タくなってしまいそうだなとか、この子は当日、張
り切ってくれそうだなと目星を付けたりしています。
ところが、園児は生もの、というのもおかしな表現
ですが、予想とは違う子が当日まったく動けなく
なったり、泣き出してしまったり、関係なく踊り出

してしまったり、意外な子どもが良い方に化けたり
する、なんてことも少なくなかったりします。
　子ども達は、日々成長しています。その成長は大
人の想像を超えることもありますし、大人の期待の
ほうだけ大きかったりして、勝手にがっかりしてし
まったりすることも有ります。大人が子どもを守る
ことは当然ですが、子どもも個性が有り一個人です。
教えるべきことは教え、話すべきことは話し、聞く
べきことは聴き、助けが必要であれば手を貸す、と
いう事が大切だとこのような機会に改めて感じます。

　皆さんこんにちは。ご紹介
頂きました佐々木勝也と申し
ます。新入会員スピーチとは
いえ、入会してちょっと日は
経っておりますが遅ればせな
がら、入会のご承認を頂き大
変ありがとうございます。ロータリアンとなるのは
今回が初めてであり皆様より暖かい目で見守ってい
ただき大変感謝しているところです。
　さて、7 月より鶴岡営業所へ赴任する前は宮城県
の県北、2 年ほど前に NHK の連続 TV 小説「おか
えりモネ」で舞台となった登米市の中心に位置する
佐沼営業所に 3 年おりましたが、実はその前の
2011 年から 2019 年までの 8 年間は酒田営業所に
勤務しておりました、登米市も庄内と同じ米どころ
ではあったのですが、庄内平野の広大さと酒田で始
めた日本海での海釣りの醍醐味が忘れられず、以前
から住んでみたいと思っていた庄内・鶴岡に舞い戻
り、皆さんとこの様なたいへん貴重なご縁があった
事は喜ばしい限りです。
　自己紹介ですが、現在わたしの年齢は 51 歳で 7

月に登米市から鶴岡に家族で引っ越しし、妻と中 2
の娘が 1 人、さらには念願でもあった犬を 9 月か
ら飼う事になり犬種は「ミニチュアシュナウザー」
のメスですので、女子の中に私だけが男ひとり肩身
が狭い思いをしているところです。
　そもそも、私の出身は天童市なのですが、昭和
46 年人間将棋で有名な舞鶴山の桜が満開の時期に
生まれました。また 3 人兄妹で妹が 2 人おり、い
わゆる「お兄ちゃん」なのですが何でも言い合える
仲の良い方だと思います。
　さてなぜ天童なのか、父親の生まれ故郷は秋田県
能代市の山奥で集落のほとんどが「佐々木」なので
下の名前でお互いを呼び合うような地域なのですが、
高校が鳥海山を挟んで庄内とは反対側の秋田県立矢
島高校酪農科を卒業し当時天童にあった明治乳業に
就職したとのことです。またお袋の実家が天童の靴
屋さんで、三人姉妹の末っ子なのですが、二人は共
通の友人を通じて何かしら出会いがあったように聞
いております。ですから私は半分は秋田の血が流れ
ているので親父からの遺伝でアルコールは強いはず
なのですが、お袋の影響かお酒は弱いのが残念でな
りません。
　私の子供の頃の生い立ちとして唯一の趣味と言え
るのが小学校 3 年当時に放送が開始した「機動戦
士ガンダム」のプラモデル作りでした。お袋からは
今でも懐かしそうに言われるのですが、いわゆるガ
ンプラを 100 個は優に超える数、お小遣いを貰い
買って作ったのではと思います。それもただ組み立
てるだけではなくしっかりと色まで染め、ストー
リー仕立てでジオラマという芸術の域に入っており
ましたので地元の玩具店でショーケースに飾られた
り、なにかしら賞までもらった事もあったくらいで
したがその培われた手先の器用さが現在の職業に就
くきっかけでもあります。
　それから自転車で通える範囲という事もあったの
ですが、残念ながら今は統合され無くなってしまっ
た東根工業高等学校の電気科に進学しました、なぜ
電気科を選択したのかと言うと、街中でやっている
配電作業を目の当たりにし、子供ながらに電気工事
なら食いっぱぐれはないな、という単純な理由から
ですが、入学試験の面接では先生にそのままお話し
たところたいそう感心された事を今でも記憶してお
ります。
　高校では電気工事を従事するにあたり必須の電気
工事士という国家資格があるのですが、放課後に
やっていた実技試験の練習の際、2日目で先生に「お
前は十分だからもう来なくていい」と言われガンプ
ラで鍛えた手先の器用さがここで発揮された訳です。
　そして高校 3 年での就職先を決めるきっかけで
すが、たまたま電気専門の先生が元ユアテックとい
うことで授業中に会社の事や山形県庁の新築工事現
場での話などいろいろとお聞きする中で配電以外に
内線工事という建物に関わる職種もあるのだと知り

ました。
　さてここでユアテックという会社ですが私が入社
した平成 2 年当時は「東北電気工事」だったので
すが翌年には社名が変わってしまいました。その理
由は電気のお仕事だけではなく、空調衛生設備や情
報通信工事ほか新たな事業にも参入し、あらゆるお
客様に対応するべく、ユア（お客様）、テック（技術・
技能）を提供するという志を表しております。
　入社試験の際には従事する職種をいろいろある中
から希望する必要があったのですが、授業中に聞い
ていた建物に関わる仕事なら地図にも載り、何年先
にも形として残る、造り甲斐があるとの思いで内線
工事を希望したところ、希望が叶い山形営業所の内
線課に配属となりました。当時は山形べにばな国体
の直前でしたので、入社して翌日には天童総合運動
公園現場の宿泊棟で小柄だったこともあり、天井裏
の電線管を錆止めするためペンキを塗る作業をさせ
られ、支給されたばかりの作業服があっという間に
真っ赤になってしまったこと、当時は分煙などとい
う言葉もなく、休憩所に戻れば数十人が一斉に缶
コーヒー片手に煙草を吸い始め、お昼の弁当を食べ
たあとは時間まで全員が横になり昼寝をするなどと、
高校を出たばかりの若造にとってカルチャーショッ
クを受けた事が今でも鮮明に覚えております。
　そんな現場で実作業をする人を弊社では「ペンチ
マン」と呼ぶのですが、5 年ほど経験した後に現場
代理人と言われる社長の代わりに任された現場を完
成させるために打合せや図面の作成、材料の手配や
現場の作業指示や施工のチェックと様々な業務があ
り難しくもあり時間に追われる毎日で大変な仕事で
あるのですが、工事が完成し建物に電気が点いたと
きの喜びはそうそう味わう事ができない感動と子供
の頃から夢みていた「モノづくり」造り甲斐を感じ
られる瞬間でもあります。
　現在は残念ながら事業所における管理と営業が主
体の業務となってしまいましたが、今年入社した若
者2人が研修期間で鶴岡営業所に来ておりますので、
私がこれまで志し経験したこと、仕事への情熱とそ
れで得られる感動や造り甲斐を、息子のように歳の
離れた2人にもしっかりと伝えるつもりでおります。
　この度はこの様なスピーチの時間を頂き大変あり
がとうございました。今後ともよろしくお願いいた
します。

会 長 挨 拶 会長／西川 富美子

榎本久靜子君　昨夜は地区大会慰労会に出席させていただきま
した。第2グループの皆さんと楽しい時間を過
ごさせていただきありがとうございました。今
日の佐々木勝也さん、会員スピーチありがとう
ございます。

髙橋　弘美君　佐々木さん、会員スピーチありがとうございま
した。

富樫　松夫君　佐々木さん、会員スピーチありがとうございま
した。

佐藤　詩郎君　佐々木さん、会員スピーチありがとうございま
した。

年末年始休会
   12月 27日（火）

   12月 20日（火）

   １月 ３日（火）
年男スピーチ　末 次  大 介 君   １月 10日（火）

   １月 17日（火） 通常例会

年末年始休会

新入会員スピーチ
　㈱ユアテック鶴岡営業所 所長 佐々木 勝 也 君
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あるのですが、工事が完成し建物に電気が点いたと
きの喜びはそうそう味わう事ができない感動と子供
の頃から夢みていた「モノづくり」造り甲斐を感じ
られる瞬間でもあります。
　現在は残念ながら事業所における管理と営業が主
体の業務となってしまいましたが、今年入社した若
者2人が研修期間で鶴岡営業所に来ておりますので、
私がこれまで志し経験したこと、仕事への情熱とそ
れで得られる感動や造り甲斐を、息子のように歳の
離れた2人にもしっかりと伝えるつもりでおります。
　この度はこの様なスピーチの時間を頂き大変あり
がとうございました。今後ともよろしくお願いいた
します。

会 長 挨 拶 会長／西川 富美子

榎本久靜子君　昨夜は地区大会慰労会に出席させていただきま
した。第2グループの皆さんと楽しい時間を過
ごさせていただきありがとうございました。今
日の佐々木勝也さん、会員スピーチありがとう
ございます。

髙橋　弘美君　佐々木さん、会員スピーチありがとうございま
した。

富樫　松夫君　佐々木さん、会員スピーチありがとうございま
した。

佐藤　詩郎君　佐々木さん、会員スピーチありがとうございま
した。

年末年始休会
   12月 27日（火）

   12月 20日（火）

   １月 ３日（火）
年男スピーチ　末 次  大 介 君   １月 10日（火）

   １月 17日（火） 通常例会

年末年始休会

新入会員スピーチ
　㈱ユアテック鶴岡営業所 所長 佐々木 勝 也 君


